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亜高山址帯の造林

!試験担当者

本場透林醜林琳::か下正夫

"a '造林牝二研究室:算蜡欣二,只木良也,用秋一a

”〃 械生研究宝:前田細,如住 昇

"土塊潔査部土壌状三研究字:宮川 淸

〃防災嗣気段部究室:岡上正夫,佐々木任般

束:i咬停賞;林第二砌!壑:加暖売助

" 甫淋是三側究宝:山谷李ー

" 理営第四鞄室:小息忠三郎

木替分堺造林牌究室:阪塚三列

2 試条目的

拡大造:林の戮埃田ともない亜廃山如米代も,大曲欢皆以人工植我の施禁炉すすめられている 

が,その成絡は必すしも満足すべきものではない。しかも昨今の労琳力の不足の問題もからん 

で,これら地带心时る過橢技術の再検討と一博の研究が必むとなってきたこの附ゆおい 

ては,人工造林あるいは天然史沛ばかぎることなく,それぞれの環・境に応じた显透更??段術の 

確立を目的とする,

3 昭和4 2年度の経過とえられた紬果

角年度(亜曲山地汚の造林,中出,報皆•昭和S 2生3月率照)に引段き・スの冬項たケいて 

研究をすすめた。

11Iハケ话带狀伐痢岖の保残帝処理後Kおける飛构の汨長および桃生選務

(场典)

(2)川上”漱吏折試知地の帯状伐採実行坂の稀横の?冃長および植生冷移

(心担当)

⑶ シラベ堆城林の生注稱造(拱系諏死・ふくむ)および生兵予術

(オ踢扭当)

M)ブナ史斯拭做均y六日町衆皆内苗埸地冇林)の設定

(〇)高山性例撞の透林成紙跚査

(水場拒当)



IG)東:!顷i方の亜溢山林およびプナ帯上都に関する脾喪

(木會分堤担当)

(灾北支掛担当)

中部山住:の讴福山性針証世林については.地味の灸件さえよければ,20~30e由の帯状 

伐孫によってダケカンパの収入を制限し・てシラペ,アオモリトドマツの更饬を,•心することが 

でき,かつまた保残帯の処埋にょって披:写をうけ務失する推幼浦故はく 〇す前後Kとどめるこ 

とかできるので,充分な全而更訴を充了することができよう。

ブナについては入面析皆伐卅以外に師初・な側?:方法をとった例が少なく、どの程度の浇捎が 

常也の発生成立伝弟しているかかまったく刊っていないので.7 0 . 5 0.3 0タの伐採率区 

分と,圮床烟別とを・総合せた誠敏比を没定して:”ゆをす、めることとLた。(快云実行哄3 

隹度)

また,柬北支堤では旧フ・ナ線合試瑛加内を利用して.ブナの更はに:為らする各相の"代をす 

すめたa

4 昭和4 3年度の旨:.成計画

曲あ度の誣查1cもとずいて本隹度は更位次の谷項について双査研究をすす幻る.。

⑴ ハヶ岳花狀咬弟凯ヌの保残るおよび当初更折帯の稚幼糊の経年消長課査

本埃(村(生•±® 5 )

(2) 丿(1±紺狄更第試験均の椎幼枕の経年消是糾査

雄(堡,土塊3 )

(3) コメツ丸ダケカンパ混交林の生産携造および宝畏予側

本知造2,槌生)

<4)ブナ更新敏段渺のあ継爾如およぴ地床処理伐援 ・

⑸亜高山性針棄偽林の做!理試賊

1.送 木 本場(植生,土環3 )

2.堆楙落潸・査 〃( ” )

3.敏気象泊宜 本場(关象)

4.揪钢理 前橋咼(六日町・宕)

5.世採の夷行 ° ( * )

⑹ 地北;m方のブナ更新試段

太會分場

東北支商(ご林2. 5)

⑺ ブナの更新に関する現弛屬M会開個

柬:！咬塚主依.囲係営林局«本場参加

理に陽定した河•喚はなわ•稚幼糊が完全に成立Lた狭/で状むいので像冬・統的に消長なら 

びに生貞欢況のを?Eをつヾける必勢があ小

針素何林詩の天然更新址はひとまずダケカンパに全面的に占右されるものが多く、これをな 

るべく針&刑の混交率の高い・にみちびく技価が垂はとなる°そこで先づ凝1：:コメッガとの 

2従混交扣を取上げてその卩就解诉をこころみよ5とする。

ブナの更、折・制女の存立ち什.とLて稚樹の細浏肆の打,栄.{ Fuour iuro sP. )£夏季の乾除 

之が考えられ,また地^によ・)ても大盖があるので,これらの瑯燃を微話宗の課まによってあ 

る襄度あきらかにしたい。

ブナに卬してI最Sを堆帯の造林問明としてfin究びすすめられて衆て.f の成呆もおさ 

められつつあるので,この际坊地係挙会を挂って.実行血と紡充面の尚志統一セ図ると共に, 

更に一歩すすめて間汝を3?決するいと口を布たい。


